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は
じ
め
に

　

少
な
く
な
い
日
本
の
大
学
が
、
自
ら
の
沿
革
史
を
編
纂
・
刊
行
し
て
い
る
。
学
校
沿
革
史
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
公
益
財
団
法

人
野
間
教
育
研
究
所
で
は
、
現
在
大
学
・
短
大
の
沿
革
史
を
三
、
八
三
六
冊
所
蔵
し
て
い
る１
。
こ
の
よ
う
に
、
数
多
く
編
纂
・
刊
行
さ
れ

て
い
る
大
学
沿
革
史
に
つ
い
て
、
そ
の
歴
史
、
執
筆
ま
で
に
必
要
な
作
業
、
内
容
、
今
後
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
が
本
稿
の

目
的
で
あ
る
。

　

本
論
に
入
る
前
に
、
本
稿
に
お
け
る
大
学
史
編
纂
の
定
義
に
つ
い
て
述
べ
て
お
き
た
い
。
と
り
あ
え
ず
本
稿
で
は
、「
大
学
あ
る
い
は

そ
の
大
学
が
所
属
す
る
学
校
法
人
が
、
自
身
の
責
任
に
お
い
て
大
学
全
体
の
歴
史
を
編
纂
す
る
作
業
」
を
大
学
史
編
纂
と
し
、
そ
の
作
業

の
成
果
と
し
て
の
刊
行
物
を
大
学
沿
革
史
と
す
る
。
つ
ま
り
、
あ
る
個
人
や
そ
の
大
学
と
は
無
関
係
な
組
織
が
主
体
と
な
っ
て
執
筆
・
編

〔
第
一
回
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
講
演
録
〕

大
学
史
編
纂
を
考
え
る

│
│ 

歴
史
・
現
状
・
今
後 

│
│

西　

山　
　
　

伸
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纂
さ
れ
る
沿
革
史
や
、
特
定
の
学
部
や
ク
ラ
ブ
な
ど
の
沿
革
史
は
、
こ
こ
で
は
考
察
の
対
象
に
含
ま
な
い
こ
と
と
す
る２
。

一　

歴　

史

（
一
）
一
九
七
〇
年
代
ま
で

　

図
１

は
、
野
間
教
育
研
究
所
が
所
蔵
し
て
い
る
大
学
沿
革
史
を
、
刊
行
年
別
・
大
学
設
置
主
体
別
に
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
刊
行
数
は

年
代
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
大
き
く
言
え
ば
二
〇
〇
〇
年
頃
ま
で
は
右
肩
上
が
り
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
し
、
さ
ら
に
よ

く
見
る
と
、
一
九
八
〇
年
に
刊
行
数
が
一
気
に
増
加
し
、
そ
の
後
二
〇
〇
〇
年
ま
で
ほ
ぼ
高
い
レ
ベ
ル
で
推
移
し
て
い
る
。
そ
こ
で
、
大

学
史
編
纂
の
歴
史
的
分
析
と
し
て
、
ま
ず
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
を
一
区
切
り
と
し
て
取
り
上
げ
る
。

　

一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
に
か
け
て
、
大
学
沿
革
史
刊
行
は
小
さ
な
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
国
立
大
学
が
新
制
発
足

（
一
九
四
九
年
）
一
〇
年
と
な
っ
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
。
私
立
大
学
と
異
な
り
、
国
立
大
学
の
場
合
は
戦
後
の
教
育
改
革
に
お
い
て
、

複
数
の
高
等
教
育
機
関
が
統
合
さ
れ
て
発
足
し
た
も
の
が
多
い
。
従
っ
て
、
一
九
四
九
年
の
も
つ
意
味
は
大
き
く
、
そ
れ
が
十
年
史
の
刊

行
に
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
十
年
史
は
大
学
の
歴
史
が
浅
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
書
か
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
代
表
的
な
大
学
沿
革
史
と
し
て
は
、『
慶
應
義
塾
百
年
史
』（
全
六
巻
、
一
九
五
八
〜
六
九
年
）
お
よ
び
『
東
北

大
学
五
十
年
史
』（
全
二
巻
、
一
九
六
〇
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
前
者
は
通
史
が
四
巻
、「
別
巻
（
大
学
編
）」
と
し
て
各
学
部
に

つ
い
て
の
記
述
が
一
巻
、
諸
デ
ー
タ
や
資
料
が
収
録
さ
れ
た
「
付
録
」
が
一
巻
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
一
次
史
料
が
豊
富
に
引
用

さ
れ
て
大
学
全
体
の
歴
史
が
跡
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
、
当
時
の
私
立
大
学
沿
革
史
で
は
珍
し
く
各
学
部
の
歴
史
も
扱
わ
れ
て
い
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る
。
後
者
は
、
日
本
社
会
史
の
専
門
家
を
編
集
委
員
長
に
据
え
、
創
立
の

経
緯
、
学
部
研
究
所
の
設
置
、
総
長
の
交
替
等
の
制
度
史
的
事
項
が
着
実

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
こ
の
よ
う
な
い
わ
ば
正
統
的
な
大
学
沿
革
史
と
は
別
に
、
一
九

七
〇
年
代
あ
た
り
か
ら
写
真
集
を
刊
行
す
る
大
学
が
珍
し
く
な
く
な
っ
て

き
た
。
そ
こ
で
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
風
景
や
学
生
生
活
、
ク
ラ
ブ
活
動
な

ど
を
入
れ
込
み
つ
つ
大
学
の
歴
史
が
ビ
ジ
ュ
ア
ル
的
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
一
〇
〇
〇
頁
を
超
え

る
大
学
沿
革
史
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
時

期
に
沿
革
史
編
纂
が
全
学
的
な
事
業
と
し
て
組
織
的
に
取
り
組
ま
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
と
と
も
に
ご

く
一
部
の
大
学
で
は
あ
る
が
、
編
纂
の
た
め
に
収
集
し
た
史
料
を
散
逸
さ

せ
な
い
よ
う
保
存
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
公
開
す
る
部
署
を
設
け
る
動
き

が
出
て
く
る
よ
う
に
な
る
。
東
北
大
学
記
念
資
料
室
（
一
九
六
三
年
）、
慶

應
義
塾
塾
史
資
料
室
（
一
九
六
九
年
）
が
そ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

逆
に
、
早
稲
田
大
学
校
史
資
料
室
（
一
九
六
三
年
）
の
よ
う
に
、
先
に
資

料
室
を
作
り
、
そ
れ
が
沿
革
史
編
纂
を
担
う
と
い
う
大
学
も
現
れ
て
き

た
。
そ
し
て
、
そ
う
し
た
組
織
整
備
を
基
盤
に
、『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』

図１　大学沿革史刊行状況（国公私立別）
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の
刊
行
が
一
九
六
五
年
に
開
始
さ
れ
、
明
治
大
学
で
も
「
歴
史
編
纂
資
料
室
報
告
」
と
い
う
形
で
資
料
集
の
刊
行
が
一
九
六
七
年
に
開
始

さ
れ
る
な
ど
、
沿
革
史
だ
け
で
な
い
形
式
で
大
学
史
が
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

（
二
）
一
九
八
〇
年
代
・
九
〇
年
代
（
〜
一
九
九
八
年
）

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
九
八
〇
年
代
に
入
る
と
大
学
沿
革
史
の
刊
行
数
は
一
気
に
増
え
る
が
、
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ

る
。
こ
の
時
期
の
経
済
状
況
が
一
般
的
に
良
好
で
あ
っ
た
こ
と
が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
た
、
上
昇
を
続
け
て
い
た
大
学
進
学
率
が
こ

の
時
期
三
〇
％
台
の
半
ば
で
一
段
落
し
、
大
学
紛
争
も
治
ま
り
、
大
学
が
過
去
を
振
り
返
る
「
余
裕
」
を
も
て
る
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
も

あ
ろ
う
。
何
よ
り
、
現
在
の
大
規
模
私
立
大
学
に
は
明
治
中
期
設
立
の
学
校
を
前
身
と
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
れ
ら
が
創
立

百
周
年
を
迎
え
た
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
時
期
の
代
表
的
な
沿
革
史
と
し
て
『
東
京
大
学
百
年
史
』（
全
一
〇
巻
、
一
九
八
四
〜
一
九
八
七
年
）
を
挙
げ
る
こ
と
に
異
論
は
な
か

ろ
う
。
同
書
は
合
計
一
万
二
〇
〇
〇
頁
に
及
ぶ
空
前
の
規
模
の
大
学
沿
革
史
で
、
と
り
わ
け
「
通
史
」
に
三
巻
、
各
種
史
料
、
諸
デ
ー
タ

や
年
表
も
含
め
た
「
資
料
」
に
三
巻
を
充
て
た
の
は
国
立
大
学
の
沿
革
史
と
し
て
初
め
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
量
的
側
面
だ

け
で
な
く
、
同
書
は
評
議
会
議
事
録
を
は
じ
め
と
し
た
学
内
公
文
書
を
駆
使
し
、
学
外
か
ら
収
集
し
た
一
次
史
料
と
合
わ
せ
て
沿
革
史
の

実
証
レ
ベ
ル
を
飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
東
京
大
学
の
歴
史
に
と
ど
ま
ら
ず
、
近
代
日
本
高
等
教
育
史
全
般
の
参
考

書
と
も
な
り
う
る
充
実
ぶ
り
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
敢
て
言
え
ば
、
各
項
目
の
記
述
内
容
の
独
立
性
が
強
い
た
め
、
通
読
し
に
く
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
同
書
の
難
点
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
編
集
方
針
の
も
た
ら
し
た
結
果
で
あ
り
、
必
ず
し
も
良
否
の
問
題
で
は

な
い
。
い
ず
れ
に
し
ろ
、
同
書
が
画
期
的
な
大
学
沿
革
史
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

一
方
、『
東
京
大
学
百
年
史
』
と
は
違
っ
た
観
点
で
編
纂
さ
れ
た
代
表
的
な
沿
革
史
と
し
て
、『
明
治
大
学
百
年
史
』（
全
四
巻
、
一
九
八
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六
〜
一
九
九
四
年
）
が
あ
る
。
同
書
は
、「〈
通

読
で
き
る
〉（
リ
ー
ダ
ブ
ル
で
あ
る
）
こ
と
を

基
準３
」
と
し
た
と
編
纂
委
員
会
委
員
長
が
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
読
み
や
す

い
文
章
と
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

「
史
料
編
」
も
、
制
度
史
料
よ
り
も
新
聞
雑

誌
記
事
等
の
史
料
や
学
生
生
活
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
と
い
っ
た
読
ま
せ
る
史
料
を
豊
富

に
収
録
し
て
い
る
。

　

両
書
を
は
じ
め
と
し
た
こ
の
時
期
の
大
学

沿
革
史
の
特
徴
と
し
て
は
、
大
規
模
化
が
挙

げ
ら
れ
る
。
一
冊
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
も
厚
く
な

り
、
複
数
巻
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
沿
革
史

も
刊
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
表
１

に

は
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
合
計
三
〇
〇

〇
頁
を
超
え
る
大
学
沿
革
史
を
示
し
た
が
、

そ
の
多
く
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
九
〇
年
代

に
か
け
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
巻
別

表１　合計3000頁以上の大学沿革史（完結分）

書　　　名 設置形態 頁数 巻数 巻別構成 刊行開始 刊行終了
東京大学百年史 国立 12170 10 通史・部局史・資料 1984 1987

東京芸術大学百年史 国立 10076 13
音楽学校・演奏会・美術学校・音
楽学部・美術学部・大学・上野直
昭日記

1987 2004

東北大学百年史 国立 9282 10 通史・部局史・資料 2003 2010
早稲田大学百年史 私立 9113 8 本巻・別巻・年表総索引 1978 1997
東洋大学百年史 私立 8071 8 通史・部局史・資料・年表索引 1988 1995
京都大学百年史 国立 7933 7 総説・部局史・資料 1997 2001
立命館百年史＊ 私立 7668 5 通史・資料編 1999 2013
龍谷大学三百五十年史 私立 6560 7 通史・史料 1987 2000
皇學館大學百三十年史 私立 5906 5 総説・資料編・年表編写真編 2012 2014
関西大学百年史 私立 5449 5 通史・資料・人物・年表索引 1986 1996
慶應義塾百年史 私立 5094 6 本巻・別巻・付録 1958 1969
北大百年史 国立 4712 4 通説・部局史・札幌農学校史料 1980 1982
明治大学百年史 私立 4385 4 通史・史料 1986 1994
日本大学百年史 私立 4767 5 1997 2004
同志社百年史 私立 3850 4 通史・資料 1979 1979
名古屋大学五十年史 国立 3665 4 通史・部局史 1989 1995
福岡大学五十年史 私立 3617 4 本巻・別巻・年表資料集 1987 1988
神戸大学百年史 国立 3605 3 通史・部局史編 2002 2010
稿本早稲田大学百年史 私立 3502 7 1972 1994
東京帝国大学学術大観 国立 3467 5 1942 1942
九州大学七十五年史 国立 3087 4 通史・史料・別巻 1989 1992

＊『立命館百年史』には、他に資料403点収録の資料編３（DVD）あり。
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構
成
も
通
史
だ
け
で
な
く
、
資
料
編
、
部
局
史
編
、
年
表
、
索
引
等
多
様
に
な
っ
て
き
た
。

　

こ
の
よ
う
な
大
学
沿
革
史
の
大
規
模
化
は
、
編
纂
体
制
の
確
立
が
あ
っ
て
初
め
て
可
能
に
な
る
。
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
全
学
的
な
委
員

会
が
組
織
さ
れ
、
時
に
は
数
十
人
に
及
ぶ
執
筆
者
が
集
め
ら
れ
る
例
も
あ
っ
た
。
原
稿
執
筆
が
多
人
数
に
よ
る
も
の
に
な
る
と
、
文
章
表

記
や
内
容
の
統
一
を
図
る
必
要
度
が
必
然
的
に
増
し
て
く
る
。
ま
た
巻
別
構
成
が
多
様
化
す
る
に
し
た
が
い
資
料
編
の
編
纂
を
行
う
た
め

の
一
次
史
料
や
各
種
デ
ー
タ
の
収
集
も
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
に
伴
い
、
編
纂
の
取
り
ま
と
め
を
行
う
編
纂
室
は
専
門
性
が
必

要
と
な
り
、
そ
の
役
割
は
重
要
度
を
増
し
た
。
大
規
模
な
国
立
大
学
で
は
、
一
時
的
な
地
位
で
は
あ
っ
た
が
教
員
（
多
く
は
助
手
）
を
編

纂
室
に
配
置
す
る
例
が
み
ら
れ
、
私
立
大
学
で
も
身
分
は
嘱
託
と
い
う
例
が
多
か
っ
た
が
、
専
任
的
に
沿
革
史
編
纂
に
当
た
る
人
員
が
置

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

沿
革
史
編
纂
を
行
う
大
学
が
増
え
て
く
る
と
、
大
学
を
越
え
た
編
纂
室
の
横
の
つ
な
が
り
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
一
九
八
八
年

に
関
東
地
区
大
学
史
連
絡
協
議
会
が
、
一
九
九
〇
年
に
西
日
本
大
学
史
担
当
者
会
が
発
足
し
、
両
会
が
一
九
九
六
年
に
合
同
し
て
全
国
大

学
史
資
料
協
議
会
が
発
足
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
編
纂
終
了
後
、
収
集
さ
れ
た
貴
重
な
資
料
の
保
存
利
用
を
求
め
る
動
き
が
強
ま
り
、
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
タ
ー
（
一
九

八
三
年
）、
東
京
大
学
史
史
料
室
（
一
九
八
七
年
）、
九
州
大
学
大
学
史
料
室
（
一
九
九
二
年
）、
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（
一
九

九
八
年
）
な
ど
、
沿
革
史
編
纂
終
了
後
に
恒
常
的
組
織
が
置
か
れ
る
と
こ
ろ
も
現
れ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
組
織
は
目
録
作
成
、
紀
要
・
資

料
集
編
集
、
展
示
開
催
、「
自
校
史
教
育
」
実
施
等
、
次
第
に
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
く
よ
う
に
な
る
。

　

た
だ
、
こ
う
い
っ
た
形
で
、
時
間
と
労
力
を
か
け
た
大
学
沿
革
史
が
刊
行
さ
れ
る
一
方
で
、
何
年
史
と
謳
い
な
が
ら
実
質
は
現
状
紹
介

で
あ
る
よ
う
な
、
内
容
的
に
薄
い
沿
革
史
も
依
然
と
し
て
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
時
期
は
大
学
沿
革
史
の
質
の
二
極
化

の
時
期
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
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（
三
）
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
〇
年

　

一
九
九
九
年
お
よ
び
二
〇
〇
〇
年
に
お
け
る
刊
行
数
の
顕
著
な
増
加
の
要
因
は
、
国
立
大
学
に
あ
る
。
戦
後
改
革
に
よ
る
い
わ
ゆ
る
新

制
大
学
の
発
足
が
一
九
四
九
年
で
あ
り
、
国
立
大
学
の
「
五
十
年
史
」
が
こ
の
両
年
に
多
数
刊
行
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
新
制
大
学
五
十
年
史
に
は
共
通
す
る
特
徴
が
あ
る
。
外
見
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
多
く
の
五
十
年
史
で
判
型
が
Ｂ
５

判
あ
る

い
は
Ａ
４

判
と
大
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
文
字
組
み
が
横
組
み
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
が
挙
げ
ら
れ
る
。
従
来
の
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
大
学
沿
革
史
の
大
部
分
が
Ａ
５

判
で
縦
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
る
と
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
。
一
次
史
料
を
豊
富
に
使
っ
た
歴

史
叙
述
に
は
縦
組
み
が
適
し
て
い
る
が
、
外
国
語
や
理
系
の
研
究
状
況
を
記
す
に
は
横
組
み
の
方
が
表
記
し
や
す
い
。
ま
た
、
図
や
一
覧

表
を
収
録
す
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
大
判
の
方
が
見
や
す
く
編
集
も
楽
で
あ
る
。
判
型
や
文
字
組
み
が
変
わ
っ
た
の
は
、
こ
う
い
っ

た
記
述
内
容
の
変
化
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

構
成
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
大
学
で
は
全
体
の
一
〇
〜
二
〇
％
程
度
を
通
史
に
割
き
、
残
り
を
学
部
等
の
歴
史
と
基
本
的
な
資
料
類
で

占
め
る
も
の
が
多
い
。
ま
た
、
内
容
上
の
特
徴
と
し
て
は
、
旧
制
期
の
前
身
学
校
に
つ
い
て
も
一
定
の
記
述
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

（
四
）
二
〇
〇
一
年
以
降

　

二
〇
〇
一
年
以
降
、
大
学
沿
革
史
の
刊
行
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。
長
び
く
不
況
の
影
響
や
、
周
年
記
念
を
迎
え
る
大
学
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
背
景
に
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
「
大
学
改
革
」
が
続
い
て
、
沿
革
史
編
纂
を
行
う
「
余
裕
」
が
大
学
内
部
に
な
い
こ
と
も
原
因
と
し
て

挙
げ
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、『
東
北
大
学
百
年
史
』（
全
一
一
巻
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
一
〇
年
）、『
立
命
館
百
年
史
』（
全

五
巻
、
他
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
一
巻
、
一
九
九
九
〜
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が
、
規
模
の
大
き
な
沿
革
史
と
し
て
数
え
ら
れ
る
が
、
全
体
と
し
て
み
る
と
、
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一
九
八
〇
・
九
〇
年
代
の
よ
う
に
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
あ
る
沿
革
史
を
紙
媒
体
で
刊
行
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る４
。

　

他
に
、
こ
の
時
期
の
傾
向
と
し
て
は
、
刊
行
形
態
が
多
様
化
し
て
い
る
こ
と
が
言
え
る
。
一
つ
に
は
、
一
〇
〇
か
ら
二
〇
〇
頁
程
度
で
、

コ
ン
パ
ク
ト
に
読
み
や
す
く
、
在
学
生
な
ど
も
読
者
対
象
に
し
た
冊
子
体
の
沿
革
史
が
あ
る５
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る

も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
電
子
媒
体
が
制
作
さ
れ
る
例
も
あ
る
。
そ
れ
も
従
来
は
附
属
の
よ
う
な
形
で
大
学
の
歴

史
を
画
像
等
で
た
ど
る
も
の
が
多
か
っ
た
が
、
註（
４

）で
述
べ
た
よ
う
に
、『
立
命
館
百
年
史
』
で
は
近
年
の
資
料
四
〇
三
点
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
収
録
し
、
資
料
編
三
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
大
学
史
の
事
典
を
編
纂
し
た
大
学
も
あ
る６
。
こ
の
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
大
学
沿
革

史
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
最
近
の
特
徴
で
あ
る
。

二　

執　

筆

（
一
）
編
纂
体
制

①
委
員
会

　

日
本
に
お
け
る
大
学
史
編
纂
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
大
学
の
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
編
纂
・
刊
行
に

要
す
る
経
費
や
体
制
、
人
員
等
を
考
え
る
と
、
大
学
の
経
常
的
な
経
費
の
な
か
で
こ
れ
を
実
施
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
大
学

全
体
の
何
ら
か
の
記
念
事
業
の
な
か
に
大
学
史
編
纂
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
際
の
募
金
活
動
に
よ
っ
て
集
め
ら
れ
た
資
金
を
使
う
の
が

現
実
的
で
あ
ろ
う
。

　

そ
う
し
た
記
念
事
業
に
あ
た
っ
て
は
、
通
常
は
事
業
全
体
を
仕
切
る
全
学
的
な
記
念
事
業
委
員
会
が
設
け
ら
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
下
に
、

具
体
的
な
事
業
ご
と
に
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
大
学
沿
革
史
の
編
纂
委
員
会
も
そ
の
一
つ
と
な
る
。
筆
者
が
そ
の
一
員
と
し
て
加
わ
っ
た
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『
京
都
大
学
百
年
史
』
編
纂
の
際
に
設
け
ら
れ
た
百
年
史
編
集
委
員
会
は
、
全
部
局
か
ら
委
員
が
参
加
し
て
お
り
、
編
集
委
員
会
の
な
か

に
専
門
委
員
会
が
置
か
れ
て
い
た
。
編
集
方
針
の
策
定
や
巻
別
構
成
の
決
定
な
ど
全
体
的
な
事
項
は
編
集
委
員
会
で
議
論
・
決
定
し
、
通

史
（
京
大
百
年
史
の
場
合
は
「
総
説
」
と
称
し
て
い
た
）
の
具
体
的
な
執
筆
内
容
等
は
、
専
門
委
員
会
で
議
論
し
て
い
た
。

②
編
纂
室

　

昨
今
の
よ
う
に
、
多
様
化
し
規
模
も
大
き
く
な
っ
た
大
学
沿
革
史
を
編
纂
す
る
に
は
、
実
務
を
担
当
す
る
編
纂
室
が
不
可
欠
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
次
の
よ
う
に
多
岐
に
亘
っ
た
業
務
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

　

・
資
料
の
収
集
、
整
理
、
執
筆
者
へ
の
提
供

　

・
年
表
や
各
種
デ
ー
タ
類
の
作
成

　

・
執
筆
者
お
よ
び
各
部
局
等
と
の
連
絡

　

・
原
稿
の
調
整
、
校
正

　

・
学
内
外
へ
の
広
報

　

・
印
刷
会
社
と
の
交
渉
、
連
絡

こ
の
他
に
も
、
大
学
に
よ
っ
て
は
編
纂
室
が
資
料
編
や
写
真
集
の
編
集
を
行
う
場
合
も
あ
ろ
う
。

　

こ
う
し
た
業
務
を
行
う
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
専
任
の
教
員
・
職
員
が
置
か
れ
る
大
学
も
あ
る
。
ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
務
も
当
然

の
こ
と
な
が
ら
整
備
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
執
筆
者

　

戦
前
か
ら
一
九
六
〇
年
代
く
ら
い
ま
で
は
、
か
な
り
の
規
模
の
大
学
沿
革
史
で
も
、
特
定
の
個
人
が
単
独
で
執
筆
す
る
こ
と
が
珍
し
く

な
か
っ
た７
。
近
年
で
も
こ
う
し
た
単
独
執
筆
は
な
い
で
は
な
い
が８
、
全
体
的
な
傾
向
と
し
て
執
筆
は
分
業
化
し
、
複
数
の
執
筆
者
で
書
か
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れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
規
模
も
大
き
く
、
内
容
も
複
雑
に
な
る
と
一
個
人
に
よ
る
執
筆
は
至
難
の
業
で
あ
る
。
そ
れ
に
何
よ
り
、

大
学
教
員
が
多
忙
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
今
、
大
き
な
負
担
が
個
人
に
集
中
す
る
の
は
好
ま
し
い
形
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
複
数
の
執
筆
者
と
い
っ
て
も
、
数
名
か
ら
数
十
名
ま
で
、
沿
革
史
に
よ
っ
て
そ
の
数
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。『
京
都
大
学
百
年
史
』

総
説
編
（
一
九
九
八
年
）
は
、
九
名
の
研
究
者
に
よ
る
分
担
執
筆
で
あ
っ
た
。
一
方
、『
金
沢
大
学
五
十
年
史
』
通
史
編
（
二
〇
〇
一
年
）
は
、

七
五
名
も
の
執
筆
者
を
揃
え
て
い
た
し
、『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
（
一
九
九
九
〜
二
〇
一
三
年
）
で
は
、
一
〇
〇
名
を
超
え
る
人
員
が
執

筆
を
行
っ
て
い
る
。
執
筆
者
の
数
が
増
え
る
と
、
一
人
一
人
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
る
が
、
逆
に
原
稿
の
調
整
を
行
う
編
纂
室
の
負
担
は
大

幅
に
増
す
こ
と
に
な
る
。
表
記
上
の
不
統
一
や
原
稿
の
出
来
不
出
来
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
し
、
締
め
切
り
ま
で
に
原
稿
が
提

出
さ
れ
な
い
可
能
性
も
大
き
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

執
筆
に
お
い
て
も
画
期
的
な
体
制
を
と
っ
た
の
が
『
東
京
大
学
百
年
史
』
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
合
計
一
九
名
の
メ
ン
バ
ー
が
分
担

し
て
「
試
験
執
筆
原
稿
」
の
作
成
に
あ
た
り
、
そ
の
原
稿
に
編
集
専
門
委
員
と
百
年
史
編
集
室
員
を
中
心
と
す
る
校
訂
作
業
委
員
会
が
校

訂
と
修
訂
を
加
え
た
の
ち
、
通
史
原
稿
と
し
て
印
刷
に
付
さ
れ
た
。
注
目
す
べ
き
は
メ
ン
バ
ー
の
内
訳
で
、
第
一
線
の
研
究
者
も
い
れ
ば

大
学
院
生
ク
ラ
ス
の
若
手
研
究
者
も
い
て
、
年
齢
構
成
は
幅
広
か
っ
た
。
ま
た
、
専
門
分
野
も
教
育
史
や
政
治
史
な
ど
多
岐
に
亘
っ
て
い

た
。
多
彩
な
研
究
者
を
揃
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
人
材
の
豊
富
な
東
京
大
学
ゆ
え
と
も
言
え
る
が
、
メ
ン
バ
ー
に
は
他
大
学
の
研
究

者
も
入
っ
て
お
り
、
編
纂
に
対
す
る
柔
軟
な
姿
勢
が
根
底
に
あ
っ
た
と
評
価
で
き
よ
う
。
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（
二
）
資
料

①
学
内
資
料

　

学
内
資
料
で
ま
ず
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
学
が
組
織
運
営
の
た
め
に
作
成
・
収
受
し
た
文
書
類
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
学
内
の
各
種

会
議
記
録
、
学
籍
簿
・
人
事
記
録
、
予
算
・
決
算
書
類
、
建
物
の
図
面
、
文
部
科
学
省
や
他
機
関
と
の
往
復
書
類
等
、
大
学
の
事
務
分
掌

に
対
応
し
た
各
種
の
資
料
が
こ
れ
に
当
た
る
。
国
立
大
学
の
場
合
は
、
こ
の
種
の
資
料
を
法
人
文
書
と
名
づ
け
て
「
公
文
書
等
の
管
理
に

関
す
る
法
律
」
な
ど
の
法
令
で
規
定
し
、
さ
ら
に
各
大
学
の
文
書
管
理
規
程
に
基
づ
い
て
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
私
立
大
学
の
場
合
で
も
、

当
然
こ
う
い
っ
た
組
織
運
営
の
た
め
の
資
料
は
存
在
す
る
が
、
各
学
校
法
人
に
そ
の
管
理
は
任
さ
れ
て
お
り
、
大
学
に
よ
っ
て
管
理
状
況

の
差
が
大
き
い
と
い
う
現
実
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
大
学
の
組
織
と
し
て
の
営
み
を
最
も
系
統
的
、
組
織
的
に
示
す
も
の
で
あ

り
、
大
学
史
編
纂
に
は
必
須
の
も
の
で
あ
る
。

　

学
内
資
料
の
第
二
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
大
学
が
発
行
し
て
い
る
各
種
の
刊
行
物
類
で
あ
る
。
大
学
の
広
報
誌
、
入
学
案
内
、
履

修
案
内
、
名
簿
、
各
種
報
告
書
、
そ
れ
に
沿
革
史
そ
の
も
の
も
こ
こ
に
含
ま
れ
る
。
近
年
の
大
学
改
革
の
流
れ
の
な
か
で
、
刊
行
物
の
種

類
は
増
加
し
て
お
り
、
内
容
の
み
な
ら
ず
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ネ
ッ
ト
上
の
配
信
な
ど
、
媒
体
の
面
で
も
多
様
化
が
進
ん
で
い
る
。
こ
う
い
っ
た

資
料
は
、
学
内
外
に
向
け
た
大
学
の
公
的
な
意
思
表
示
で
あ
り
、
社
会
ヘ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
べ
く
編
纂
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
ま
た
、

各
種
デ
ー
タ
な
ど
は
膨
大
な
組
織
文
書
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
示
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
大
学
史
編
纂
の
資
料
と
し
て
は
第
一
の
組

織
文
書
に
劣
ら
ず
重
要
で
あ
る
。

　

学
内
資
料
の
第
三
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
教
員
に
よ
る
教
育
研
究
に
関
わ
る
資
料
で
あ
る
。
授
業
で
配
付
さ
れ
る
プ
リ
ン
ト
、
定

期
試
験
問
題
、
学
生
の
レ
ポ
ー
ト
や
、
教
員
の
研
究
成
果
な
ど
は
、
教
育
研
究
の
実
相
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し

た
資
料
の
統
一
的
管
理
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
ご
く
一
部
の
教
員
や
卒
業
生
個
人
の
資
料
が
編
纂
室
な
ど
に
寄
贈
さ
れ
、
編
纂
に
利
用
さ



340

れ
て
い
る
の
が
実
態
で
あ
ろ
う
。

②
学
外
資
料

　

学
外
を
出
所
と
す
る
資
料
の
第
一
と
し
て
は
、
公
的
機
関
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
各
種
の
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
官
報
等
の
刊
行
物
や

文
部
科
学
省
を
は
じ
め
と
す
る
官
庁
の
出
版
物
等
の
ほ
か
、
国
立
公
文
書
館
や
都
道
府
県
立
公
文
書
館
等
で
保
管
さ
れ
て
い
る
設
置
・
許

認
可
関
係
資
料
、
評
価
機
関
の
資
料
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
大
学
の
統
計
や
制
度
的
側
面
を
学
外
か
ら
示
す
も

の
で
あ
り
、
組
織
文
書
や
学
内
刊
行
物
と
同
様
に
、
大
学
の
基
本
的
な
事
項
を
押
さ
え
る
の
に
必
須
の
資
料
で
あ
る
。

　

学
外
資
料
の
第
二
は
、
卒
業
生
や
元
教
職
員
と
い
っ
た
大
学
に
関
係
す
る
人
物
が
所
有
す
る
個
人
的
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
常
に

多
様
で
、
例
え
ば
所
有
者
当
人
の
日
記
や
メ
モ
や
受
講
ノ
ー
ト
、
撮
影
し
た
写
真
、
当
人
宛
の
書
簡
、
当
人
が
収
集
し
た
ビ
ラ
な
ど
が
あ

る
。
こ
う
し
た
資
料
は
、
学
生
・
教
職
員
の
思
想
、
交
友
関
係
、
学
問
的
営
為
、
授
業
の
様
子
等
組
織
文
書
か
ら
で
は
分
か
ら
な
い
大
学

の
「
生
き
た
」
側
面
を
照
ら
し
出
す
も
の
で
あ
り
、
い
わ
ば
制
度
史
と
い
う
沿
革
史
の
骨
組
み
に
肉
づ
け
し
て
い
く
役
割
を
果
た
す
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
教
職
員
が
業
務
遂
行
の
な
か
で
残
し
組
織
文
書
に
は
な
ら
な
か
っ
た
書
き
込
み
、
メ
モ
、
草
案
の
た
ぐ
い
、
前
述
の
教

員
の
教
育
研
究
に
関
わ
る
資
料
も
こ
の
範
疇
に
入
る
。

　

学
外
資
料
の
第
三
は
、
関
連
団
体
が
作
成
し
た
資
料
で
あ
る
。
関
連
団
体
に
は
、
大
学
公
認
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
・
自
治
会
・
職
員

組
合
等
の
団
体
や
、
同
窓
会
・
後
援
会
・
出
版
会
な
ど
の
外
郭
的
団
体
の
ほ
か
、
大
学
と
組
織
的
な
関
係
は
な
い
が
大
学
構
成
員
が
加
わ
っ

て
い
る
研
究
会
や
各
種
運
動
団
体
な
ど
が
含
ま
れ
る
場
合
も
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、
教
育
研
究
と
い
う
大
学
の
直
接
の
目
的
と
は

少
し
異
な
る
大
学
の
多
様
な
側
面
を
表
し
て
い
る
。

　

学
外
資
料
の
第
四
は
、
新
聞
雑
誌
類
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
は
体
系
性
は
乏
し
い
が
、
社
会
的
存
在
と
し
て
の
大
学
像
が
示
さ
れ

て
い
て
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
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（
三
）
構
成

　

大
学
沿
革
史
の
構
成
は
、
大
き
く
分
け
れ
ば
、
大
学
全
体
の
組
織
と
し
て
の
歴
史
を
年
代
を
お
っ
て
記
述
す
る
「
通
史
」、
学
部
・
研

究
所
等
の
各
部
局
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
記
述
し
た
「
部
局
史
」、
関
連
史
料
・
各
種
統
計
・
年
表
等
を
収
録
し
た
「
資
料
」
の
三

種
と
な
る
。

　

こ
の
う
ち
、「
通
史
」
は
沿
革
史
の
中
核
と
な
る
も
の
で
、
ほ
と
ん
ど
の
沿
革
史
で
作
成
さ
れ
て
い
る９
。
そ
れ
に
対
し
て
、「
部
局
史
」

は
多
く
の
国
立
大
学
沿
革
史
で
作
ら
れ
て
い
る
が
、
私
立
大
学
沿
革
史
で
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
前
述
の
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
の
ほ

か
、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
別
巻
（
全
二
巻
、
一
九
八
九
〜
一
九
九
〇
年
）、『
東
洋
大
学
百
年
史
』
部
局
史
編
（
一
九
九
三
年
）、『
東
海
大

学
五
十
年
史
』
部
局
編
（
一
九
九
三
年
）、
さ
ら
に
現
在
刊
行
中
の
『
拓
殖
大
学
百
年
史
』
で
部
局
史
編
（
二
〇
〇
二
年
）
が
作
ら
れ
て
い
る

程
度
で
あ
る
。

　
「
資
料
」
は
、
沿
革
史
料
の
翻
刻
と
、
各
種
デ
ー
タ
類
に
分
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
前
者
の
史
料
翻
刻
の
編
纂
方
法
に
つ
い
て
も
、
二

つ
の
タ
イ
プ
に
分
け
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
例
と
し
て
『
東
京
大
学
百
年
史
』
資
料
一
・
二
（
一
九
八
四
・

一
九
八
五
年
）
と
、『
明
治
大
学
百
年
史
』
史
料
編
Ⅰ
・
Ⅱ
（
一
九
八
六
・
一
九
八
八
年
）
を
取
り
上
げ
、
主
要
目
次
を
表
２

に
示
し
た
。

　
『
東
京
大
学
百
年
史
』
は
、「
法
令
並
び
に
規
則
」「
式
典
並
び
に
式
辞
」「
制
度
改
革
の
試
み
」「
各
部
局
並
び
に
前
身
校
関
係
資
料
」「
研

究
・
教
育
の
実
況
に
関
す
る
資
料
」
と
い
う
よ
う
に
、
資
料
を
制
度
史
的
な
テ
ー
マ
別
に
分
類
し
て
配
列
し
て
い
る
。
一
方
、『
明
治
大

学
百
年
史
』
は
創
立
か
ら
現
在
ま
で
、
資
料
の
種
類
に
関
係
な
く
時
系
列
で
資
料
を
配
列
し
て
い
る
。

　

東
大
型
は
、
大
学
の
制
度
史
に
一
定
の
知
識
を
持
っ
て
い
る
者
に
は
使
い
勝
手
が
よ
い
。
例
え
ば
大
学
院
の
制
度
的
変
遷
を
た
ど
ろ
う

と
す
る
と
、
関
連
項
目
を
見
れ
ば
一
目
で
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
あ
る
時
代
の
特
徴
を
史
料
を
通
じ
て
見
よ
う
と
し

て
も
、
こ
の
構
成
で
は
困
難
で
あ
る
。
逆
に
明
大
型
は
、
特
定
の
時
代
像
に
つ
い
て
は
理
解
し
や
す
く
な
っ
て
い
る
が
、
制
度
的
な
変
遷
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表２　『東京大学百年史』『明治大学百年史』比較（史料翻刻分）

『東京大学百年史』資料一、二（1984・1985） 『明治大学百年史』史料編Ⅰ、Ⅱ（1986・1988）
第一部　法令並びに規則 第一編　明治法律学校の誕生
一　組織並びに総則等 第一章　創立者小伝
二　管理・運営 第二章　明治法律学校の開校
三　教職員 第三章　明治法律学校の教育と経営
四　講座・研究部門 第四章　校友会の成立
五　通則 第五章　南甲賀町校舎の新築
六　大学院 第六章　国家と私学
七　学位 第二編　近代法と明治法律学校
八　学生生徒 第一章　特別認可学校から司法省指定校へ
九　留学・在外研究・外国人留学生等 第二章　大同団結運動と明治法律学校
一〇　その他 第三章　近代法の整備と明治法律学校
第二部　式典並びに式辞 第四章　学校生活と学生問題
一　式典 第五章　学校経営と学内状況
二　歴代総長式辞・演説等 第三編　二〇世紀の到来と明治大学
第三部　制度改革の試み 第一章　明治大学への改称
一　帝国大学令等改正に関する評議会決議 第二章　産業社会の発展と高等教育
二　帝国大学制度調査委員会 第三章　学生の自治活動
三　大学制度審査委員会・大学制度臨時審査委員会 第四章　清韓留日学生と明治大学
四　教育制度研究委員会 第四編　大衆社会の成立と明治大学
五　新大学制実施準備委員会 第一章　「国家の須要」と私立大学
六　大学院実施準備委員会 第二章　大正デモクラシーと大学
七　大学制度審議会 第三章　関東大震災前後の明治大学
八　総合計画委員会 第四章　総合大学への道
九　大学改革準備調査会 第五章　昭和恐慌と学生
一〇　改革委員会（教官） 第五編　戦争と明治大学
一一　改革室 第一章　明治大学令
第四部　各部局並びに前身校関係資料 第二章　準戦時体制下の人文主義
一　学部 第三章　戦時体制下の明治大学
二　大学院 第四章　太平洋戦争と明治大学
三　附置研究所 第六編　戦後社会と明治大学
四　諸部局に共通する規則等 第一章　戦後改革と明治大学
五　事務局・学生部・総長室 第二章　新制大学の発足
六　附属図書館 第三章　経済社会の新展開と明治大学
七　センター 第四章　「専教連」改革とその周辺
八　前身校等 第七編　知識社会の変質と明治大学
第五部　研究・教育の実況に関する資料 第一章　「高度成長」と明治大学
一　明治期における紀要・研究書の刊行 第二章　大学紛争と明治大学
二　明治前半期における研究設備・物品の整備 第三章　大学改革と財政問題
三　明治前半期における留学生の研究状況 第四章　明治大学の一〇〇年
四　各種年報における外国人教師・邦人教師等「申報」の掲載一覧
五　講座設置理由書
六　普及講座・公開講座
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を
追
う
の
に
は
向
い
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
両
者
そ
れ
ぞ
れ
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
後
に
出
さ
れ
た
他
大
学
の
「
資
料
」
は
、
何
ら
か

の
形
で
両
者
の
折
衷
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

　

各
種
デ
ー
タ
類
に
は
、
沿
革
の
系
統
図
、
主
要
人
事
、
学
生
数
、
教
職
員
数
、
学
位
授
与
数
、
経
費
、
年
表
な
ど
が
収
録
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
大
学
の
実
態
を
語
る
非
常
に
重
要
な
デ
ー
タ
で
あ
り
、
沿
革
史
に
は
必
須
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

　

一
つ
強
調
し
て
お
き
た
い
の
は
、
大
学
沿
革
史
に
お
け
る
索
引
の
重
要
性
で
あ
る
。
数
百
頁
か
ら
時
に
は
数
千
頁
に
及
ぶ
大
学
沿
革
史

の
分
量
の
多
さ
だ
け
が
そ
の
理
由
で
は
な
い
。
大
学
沿
革
史
で
は
、
言
及
さ
れ
る
人
物
や
著
作
物
が
多
数
に
上
る
ほ
か
、
学
内
規
程
や
会

議
、
講
座
等
の
名
称
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
特
有
で
あ
る
上
に
、
学
内
で
類
似
の
名
称
が
複
数
み
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
読
者
の
立
場
か
ら

す
る
と
自
分
が
探
し
て
い
る
人
名
や
事
項
が
ど
こ
に
載
っ
て
い
る
か
見
つ
け
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
読
者
の
便
を
考
え
る

と
、
大
学
沿
革
史
に
お
い
て
は
索
引
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
ら
れ
るＡ
。

　

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
刊
行
さ
れ
た
大
学
沿
革
史
で
本
格
的
な
索
引
が
付
さ
れ
て
い
る
例
は
極
め
て
少
な
い
。
管
見
の
限
り
で

は
、『
東
洋
大
学
百
年
史
』
年
表
・
索
引
編
（
一
九
九
五
年
）、『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
総
索
引
・
年
表
（
一
九
九
七
年
）、『
京
都
大
学
百

年
史
』
資
料
編
三
（
二
〇
〇
一
年
）
に
二
〇
〇
頁
を
超
え
る
索
引
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
く
ら
い
で
あ
る
。
作
成
に
か
か
る
時
間
と
手
間
が

膨
大
で
あ
る
こ
と
が
索
引
の
な
い
理
由
と
思
わ
れ
る
が
、
編
纂
の
当
初
か
ら
索
引
作
成
を
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
組
み
込
み
、
計
画
的
に
作
業

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ
うＢ
。
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三　

内　

容

（
一
）
よ
く
書
か
れ
て
い
る
事
項

①
創
立
の
事
情

　

ど
の
大
学
沿
革
史
に
お
い
て
も
、
創
立
の
事
情
に
つ
い
て
は
必
ず
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
特
に
私
立
大
学
で
は
創
立
の
経
緯
や
創
立
者
の

思
想
は
、
そ
の
大
学
の
建
学
の
精
神
に
深
く
関
わ
り
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
直
結
す
る
だ
け
に
、
重
点
を
置
い
て
記
述
さ
れ
る
場
合
が

多
い
。
ま
た
、
近
年
は
創
立
者
を
資
料
を
使
っ
て
改
め
て
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
大
学
沿
革
史
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
立
命
館
百
年
史
』

に
お
け
る
中
川
小
十
郎
や
、『
日
本
大
学
百
年
史
』（
全
五
巻
、
一
九
九
七
〜
二
〇
〇
四
年
）
に
お
け
る
山
田
顕
義
が
そ
れ
に
あ
た
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
国
立
大
学
で
は
、
私
立
大
学
の
よ
う
な
意
味
で
の
創
立
者
は
通
常
あ
り
得
な
い
。
そ
の
か
わ
り
、
地
域
が
活
発
な
誘
致

運
動
を
展
開
す
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
経
緯
を
詳
細
に
記
す
沿
革
史
も
あ
る
。『
九
州
大
学
七
十
五
年
史
』（
全
四
巻
、
一
九
八
九
〜
一
九
九

二
年
）
が
そ
の
例
で
あ
る
。

②
前
身
学
校

　

現
在
あ
る
国
立
大
学
の
多
く
は
、
戦
後
の
教
育
改
革
に
お
い
て
複
数
の
学
校
が
統
合
さ
れ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
、
前
身
学
校
は
非
常

に
多
様
で
あ
り
、
統
合
の
仕
方
も
い
く
つ
も
の
類
型
が
あ
る
（
私
立
大
学
は
そ
れ
と
異
な
り
、
旧
制
度
以
来
の
大
学
も
戦
後
に
な
っ
て
昇
格
し
た

大
学
も
、
前
身
学
校
は
単
独
で
あ
る
こ
と
が
多
い
）。
前
述
の
よ
う
に
、
国
立
大
学
の
沿
革
史
で
は
一
九
九
九
年
・
二
〇
〇
〇
年
に
刊
行
さ
れ

た
「
新
制
大
学
五
十
年
史
」
ぐ
ら
い
か
ら
、
前
身
学
校
に
関
す
る
記
述
が
詳
し
く
な
っ
て
き
た
が
、
そ
の
な
か
で
も
『
神
戸
大
学
百
年
史
』

通
史
Ⅰ
前
身
校
史
（
二
〇
〇
二
年
）
は
、
一
〇
三
五
頁
を
前
身
学
校
に
割
く
特
徴
あ
る
構
成
と
な
っ
て
い
るＣ
。
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③
そ
の
他

　

創
立
の
事
情
、
前
身
学
校
の
ほ
か
、
大
学
の
法
制
度
上
の
位
置
づ
け
や
、
学
部
等
の
設
置
と
い
っ
た
学
内
組
織
の
変
遷
に
つ
い
て
は
、

ど
の
沿
革
史
に
も
よ
く
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
公
的
資
料
に
も
と
づ
く
最
も
基
本
的
な
事
項
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、「
部
局
史
」

を
編
纂
し
て
い
る
大
学
沿
革
史
で
は
、
各
教
員
の
研
究
内
容
も
比
較
的
書
か
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
そ
の
記
述
内
容
は
概
ね
総
花
的
で
、

個
々
の
学
説
の
評
価
や
学
問
史
上
の
位
置
に
ま
で
言
及
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
た
だ
、
与
え
ら
れ
た
頁
数
や
執
筆
者
の
負
担
を

考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

戦
前
期
の
大
学
自
治
事
件
で
あ
る
と
か
、
戦
時
期
の
学
徒
出
陣
や
勤
労
動
員
等
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
書
か
れ
て
い
る
。
特
に
学
徒
出

陣
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
降
い
く
つ
か
の
大
学
で
の
調
査
が
進
み
、
入
隊
者
数
の
割
り
出
し
や
聞
き
取
り
等
が
実
施
さ
れ

て
少
し
ず
つ
実
態
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
そ
う
し
た
調
査
結
果
が
大
学
沿
革
史
に
も
反
映
さ
れ
始
め
て
い
るＤ
。

（
二
）
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
事
項

①
教
育

　

こ
れ
ま
で
の
大
学
沿
革
史
に
あ
ま
り
書
か
れ
て
い
な
い
事
項
と
し
て
は
、
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
お
け
る
教
育
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
ま
ず
第
一
に
通
常
の
授
業
に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
例
え
ば
戦
後
の
一
般
教
育

導
入
と
い
っ
た
変
革
期
を
中
心
に
書
か
れ
て
い
る
沿
革
史
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
教
室
の
中
で
の
教
育
の
実
態
、
例
え
ば
授
業
題
目

に
止
ま
ら
な
い
教
育
内
容
、
教
授
方
法
、
受
講
し
た
学
生
の
反
応
、
単
位
認
定
等
と
な
る
と
、
記
述
し
て
い
る
沿
革
史
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

明
治
期
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
制
導
入
や
、
高
度
成
長
期
の
マ
ス
プ
ロ
授
業
な
ど
、
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
例
も
な
い
で
は
な
い
が
、
限
定
的
で

あ
る
。
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第
二
は
、
大
学
教
育
へ
の
入
口
で
あ
る
入
試
に
つ
い
て
で
あ
る
。
選
抜
方
法
の
変
遷
や
受
験
生
の
科
目
選
択
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
事
実
関
係
の
記
述
に
止
ま
っ
て
い
て
、
新
制
度
の
導
入
に
つ
い
て
学
内
で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た

の
か
な
ど
に
つ
い
て
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
入
試
問
題
そ
の
も
の
の
分
析
を
行
っ
て
い
る
大
学
沿
革
史
は
、
管
見
の
限
り
で
は
存

在
し
な
い
、
入
試
は
、
問
題
の
中
身
に
し
て
も
出
題
方
法
に
し
て
も
、
各
大
学
が
い
か
な
る
学
生
を
求
め
て
い
る
か
端
的
に
示
す
資
料
の

は
ず
で
あ
る
が
、
現
状
で
は
そ
の
分
析
は
受
験
産
業
任
せ
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

第
三
は
、
大
学
教
育
の
出
口
、
卒
業
関
係
に
つ
い
て
で
あ
る
。
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
は
断
片
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
例
も
あ
る
が
、

卒
業
論
文
（
卒
業
課
題
）
な
ど
は
学
生
の
到
達
度
を
示
す
恰
好
の
資
料
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
沿
革
史
で
は
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。

　

教
育
関
係
の
記
述
が
薄
い
の
は
、
教
育
が
基
本
的
に
は
個
々
の
教
員
に
委
ね
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
資
料
が
系
統
的
に

残
さ
れ
る
態
勢
に
な
っ
て
い
な
い
こ
と
が
大
き
な
原
因
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
学
に
お
け
る
教
育
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
近

年
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、
沿
革
史
で
も
各
大
学
の
教
育
の
歴
史
を
記
述
す
る
必
要
性
は
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
キ
ャ
ン
パ
ス
・
建
築

　

大
学
沿
革
史
に
お
い
て
キ
ャ
ン
パ
ス
に
関
す
る
記
述
は
少
な
く
な
い
。
最
初
の
立
地
や
、
そ
の
後
の
移
転
・
統
合
、
空
襲
や
大
き
な
自

然
災
害
に
よ
る
被
害
と
い
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
の
問
題
は
各
大
学
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
い
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
い
わ
ば
改
編
期
に
つ
い

て
は
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
日
常
的
な
点
、
例
え
ば
建
物
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
ど
の
よ
う
に
配
置
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
、
学
生

数
と
比
較
し
て
狭
隘
化
が
い
か
に
進
ん
で
い
っ
た
の
か
、
な
ど
に
つ
い
て
の
記
述
は
乏
し
い
。
ま
た
、
個
々
の
建
築
の
特
徴
や
建
築
学
上

の
意
義
な
ど
は
『
京
都
大
学
百
年
史
』
総
説
編
や
『
北
大
百
二
十
五
年
史
』
通
説
編
（
二
〇
〇
三
年
）、『
東
北
大
学
百
年
史
』
通
史
に
は

比
較
的
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
沿
革
史
に
は
ほ
と
ん
ど
書
か
れ
て
い
な
い
。
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③
地
域
社
会
と
の
関
係

　

前
述
の
よ
う
に
、
一
部
の
国
立
大
学
沿
革
史
で
は
地
域
に
よ
る
誘
致
運
動
が
記
述
さ
れ
て
い
る
が
、
大
学
設
立
後
の
地
域
社
会
と
の
関

係
に
つ
い
て
は
、
国
立
私
立
を
問
わ
ず
全
体
的
に
記
述
は
薄
い
。
例
え
ば
、
前
項
②
と
も
関
わ
る
が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
拡
大
に
よ
る
周
囲

の
街
並
み
の
変
化
、
あ
る
い
は
学
生
の
住
居
、
食
事
、
通
学
の
移
り
変
わ
り
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
書
か
れ
た
沿
革
史
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

そ
の
な
か
で
、
例
外
的
に
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』
で
は
、
学
生
の
通
学
方
法
、
周
辺
の
古
書
店
街
、
下
宿
の
あ
り
よ
う
と
い
っ
た
こ
と
、

特
に
高
度
成
長
期
を
は
さ
ん
だ
そ
の
激
変
ぶ
り
が
興
味
深
く
語
ら
れ
て
い
る
。

④
そ
の
他

　

経
理
関
係
の
記
述
も
極
め
て
薄
い
。
大
学
の
収
入
や
支
出
お
よ
び
そ
の
変
遷
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
特
質
を
よ
く
示
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
本
格
的
に
分
析
し
た
沿
革
史
は
管
見
の
限
り
存
在
し
な
い
。
ま
た
、
学
生
の
課
外
活
動
に
つ
い
て
も
、
記
述
は
最
小
限
に
止

ま
っ
て
い
る
。
書
か
れ
た
と
し
て
も
、
大
学
公
認
の
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
に
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
か
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
く
ら
い

で
、
そ
の
活
動
の
内
容
や
実
績
な
ど
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
沿
革
史
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、

（
三
）
書
き
に
く
い
事
項

①
戦
時
体
制
下
の
大
学

　

前
述
の
通
り
、
戦
時
下
の
学
徒
出
陣
や
勤
労
動
員
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
大
学
沿
革
史
で
か
な
り
書
き
込
ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
戦
争
に
お
け
る
被
害
の
側
面
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
比
べ
て
国
策
と
し
て
の
戦
争
に
大
学
が
い
か
に
関

わ
っ
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
の
記
述
は
決
し
て
十
分
と
は
い
え
な
い
。

　

例
え
ば
、
理
工
系
の
拡
大
や
科
学
研
究
費
等
の
外
部
資
金
の
増
大
に
つ
い
て
は
事
実
の
問
題
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
大
学
内
部
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で
ど
の
よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
軍
と
の
共
同
研
究
の
実
態
に
つ
い
て
な
ど
、
研
究
面
で
の
戦
争
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

詳
述
し
た
大
学
沿
革
史
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
っ
て
よ
いＥ
。
ま
た
、
戦
争
が
長
期
化
・
激
化
す
る
な
か
で
教
室
で
の
教
育
内
容
や
軍
事
教

練
、
学
校
行
事
な
ど
に
変
化
は
あ
っ
た
の
か
、
国
家
主
義
的
学
生
団
体
の
有
無
や
そ
の
活
動
、
ア
ジ
ア
か
ら
の
留
日
学
生
へ
の
対
処
な
ど
、

も
っ
と
書
か
れ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
事
項
は
多
い
。

　

こ
う
し
た
事
項
が
あ
ま
り
書
か
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
敗
戦
直
後
に
資
料
が
処
分
さ
れ
た
（
と
言
わ
れ
て
い
る
）
こ
と
も
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
よ
り
も
戦
後
、
軍
や
戦
争
と
の
関
わ
り
を
記
述
す
る
こ
と
は
戦
争
ヘ
の
責
任
を
問
わ
れ
る
要
因
に
な
り
か
ね
な
い
と
し
て
、
こ
れ
ら

が
い
わ
ば
タ
ブ
ー
視
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
るＦ
。

　

し
か
し
、
敗
戦
か
ら
七
〇
年
以
上
が
過
ぎ
、
右
の
よ
う
な
状
況
は
変
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
何
よ
り
も
、
資
料
に
基

づ
い
た
事
実
の
確
定
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
大
学
紛
争

　

一
九
六
〇
年
代
後
半
の
、
い
わ
ゆ
る
大
学
紛
争
も
書
き
に
く
い
事
項
の
一
つ
で
あ
る
。
学
内
で
、
教
員
同
士
を
含
む
激
し
い
対
立
が
起

こ
り
、
そ
れ
が
後
々
ま
で
尾
を
引
い
た
と
い
う
事
情
も
あ
ろ
う
し
、
過
激
な
セ
ク
ト
に
入
っ
た
一
部
の
学
生
が
学
外
で
さ
ま
ざ
ま
な
事
件

を
起
こ
し
た
こ
と
も
、
書
き
に
く
く
す
る
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
れ
で
も
、
近
年
刊
行
さ
れ
た
沿
革
史
で
は
か
な
り
詳
し
く
大
学
紛
争
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
も
存
在
す
る
。
代
表
的
な
沿
革
史
と
し

て
は
『
九
州
大
学
七
十
五
年
史
』
通
史
（
一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。
同
書
は
、
大
学
紛
争
記
述
に
計
一
三
七
頁
も
割
い
て
い
る
う
え
に
、

大
学
当
局
の
動
き
だ
け
で
な
く
、学
生
団
体
や
各
セ
ク
ト
の
動
向
に
つ
い
て
も
詳
し
く
言
及
さ
れ
て
い
る
。他
に
も
、『
東
洋
大
学
百
年
史
』

通
史
編
（
一
九
九
四
年
）、『
京
都
大
学
百
年
史
』
総
説
編
等
に
も
分
厚
い
記
述
が
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
一
つ
留
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
沿
革
史
の
大
学
紛
争
に
関
す
る
記
述
に
は
編
者
の
立
場
や
考
え
方
が
反
映
し
や
す
い
と
い
う
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こ
と
で
あ
る
。
例
え
ば
、
当
時
の
学
生
側
の
主
張
を
正
面
か
ら
受
け
と
め
よ
う
と
し
た
沿
革
史
と
し
て
『
武
蔵
野
美
術
大
学
六
〇
年
史
』

（
一
九
九
一
年
）
が
挙
げ
ら
れ
るＧ
一
方
で
、『
立
命
館
百
年
史
』
通
史
二
（
二
〇
〇
六
年
）
は
全
共
闘
派
の
学
生
に
対
す
る
敵
意
を
隠
さ
な

い
記
述
と
な
っ
て
い
るＨ
。
公
的
機
関
に
よ
る
歴
史
叙
述
に
お
い
て
、
こ
こ
ま
で
の
記
述
を
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
意
見
の
分
か
れ
る
と

こ
ろ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

近
年
の
大
学
で
盛
ん
に
実
施
さ
れ
て
い
る
大
学
改
革
も
、
も
と
を
た
だ
せ
ば
大
学
紛
争
時
に
提
起
さ
れ
た
問
題
が
少
な
く
な
い
。
そ
う

し
た
意
味
で
も
、
こ
の
時
期
の
大
学
に
つ
い
て
実
証
的
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
は
、
今
日
的
な
重
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

四　

今　

後

（
一
）
大
学
沿
革
史
と
歴
史
研
究

　

す
で
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
全
体
と
し
て
日
本
の
大
学
沿
革
史
の
実
証
的
水
準
は
飛
躍
的
に
上
昇
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
大

学
沿
革
史
が
い
か
に
大
学
史
・
教
育
史
研
究
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
、
と
い
う
点
に
な
る
と
、
現
在
の
と
こ
ろ
と
て
も
十
分
と
は
言
え
な

い
状
況
に
あ
る
。
そ
れ
は
、
第
一
に
大
学
沿
革
史
が
大
学
史
・
教
育
史
研
究
に
利
用
さ
れ
る
度
合
い
が
薄
い
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
第
二

に
逆
に
歴
史
研
究
・
大
学
史
研
究
の
成
果
も
大
学
沿
革
史
に
あ
ま
り
生
か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
大
学

沿
革
史
と
歴
史
研
究
の
生
産
的
な
循
環
が
残
念
な
が
ら
不
十
分
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

第
一
の
点
に
つ
い
て
い
え
ば
、
教
育
社
会
学
者
の
天
野
郁
夫
が
最
近
高
等
教
育
の
通
史
を
次
々
と
発
表
し
て
い
てＩ
、
そ
こ
で
は
比
較
的

古
い
も
の
が
中
心
と
は
い
え
大
学
沿
革
史
が
参
考
文
献
と
し
て
多
数
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
例
外
で
あ
っ
て
、
多
く
の
大
学

史
・
教
育
史
研
究
書
で
は
大
学
沿
革
史
が
利
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
いＪ
。
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第
二
の
点
に
つ
い
て
一
つ
例
示
す
れ
ば
、
戦
前
以
来
の
歴
史
を
も
つ
大
学
の
沿
革
史
は
、
基
本
的
に
一
九
四
五
年
八
月
か
新
制
発
足
の

一
九
四
九
年
を
記
述
の
大
き
な
区
切
り
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
時
代
区
分
は
も
は
や
自
明
の
も
の
で
は
な
くＫ
、
敗
戦
を
は
さ

ん
だ
断
絶
性
と
連
続
性
は
複
雑
に
絡
み
合
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
大
学
も
例
外
で
は
な
い
。
だ
が
、
そ
う
し
た
観
点
を
組
み
込
ん
だ
大
学
沿

革
史
は
未
だ
現
れ
て
い
な
い
。

　

で
は
、
歴
史
研
究
と
の
生
産
的
な
循
環
が
行
わ
れ
る
よ
う
な
大
学
沿
革
史
、
別
な
言
葉
で
表
せ
ば
「
頼
り
に
な
る
」
大
学
沿
革
史
は
ど

の
よ
う
に
編
纂
さ
れ
る
べ
き
な
の
か
。
平
凡
だ
が
、
①
資
料
の
博
捜
、
②
事
実
関
係
の
確
定
、
③
①
②
を
踏
ま
え
た
考
察
お
よ
び
評
価
、

の
三
段
階
を
踏
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

現
在
、
本
格
的
な
編
纂
体
制
を
も
つ
日
本
の
大
学
沿
革
史
は
、
①
か
ら
②
の
段
階
に
踏
み
込
み
つ
つ
あ
る
、
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
は
な

か
ろ
う
か
。
学
内
資
料
を
「
資
料
」
と
い
う
形
で
収
録
し
た
り
、
詳
細
な
年
表
を
作
成
し
た
り
す
る
大
学
は
珍
し
く
な
く
な
っ
た
。
①
②

の
充
実
に
よ
っ
て
、
研
究
者
に
と
っ
て
「
頼
り
に
な
る
」
沿
革
史
の
編
纂
が
可
能
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
③
の
段
階
に

至
っ
て
い
る
沿
革
史
は
管
見
の
限
り
で
は
ま
だ
現
れ
て
い
な
い
。
大
学
沿
革
史
を
読
ん
で
い
て
、
あ
る
出
来
事
が
な
ぜ
起
こ
っ
た
の
か
分

か
ら
な
い
と
い
う
印
象
を
時
に
も
つ
の
は
、
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
こ
れ
か
ら
の
大
学
史
編
纂

　

こ
れ
か
ら
の
大
学
史
編
纂
は
、
ど
の
よ
う
な
方
針
で
行
う
の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
か
。
以
前
と
は
経
済
状
況
が
大
き
く
異
な
り
、
ま
た
大

学
教
員
も
多
忙
と
な
っ
て
い
る
今
、
か
つ
て
の
よ
う
な
大
規
模
な
沿
革
史
を
刊
行
す
る
の
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、

各
大
学
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
は
あ
ろ
う
が
、
大
学
史
編
纂
業
務
に
あ
る
程
度
の
優
先
順
位
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
う
し

た
な
か
で
も
必
須
の
作
業
と
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
を
い
く
つ
か
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。
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①
基
本
的
デ
ー
タ
の
収
集
整
理
、
年
表
の
作
成

　

ど
う
い
う
沿
革
史
を
作
る
に
し
て
も
、
こ
の
作
業
は
ま
ず
必
要
で
あ
る
。。
学
内
外
の
公
的
資
料
を
も
と
に
、
各
種
の
数
値
デ
ー
タ
を

集
め
、
組
織
の
変
遷
を
跡
づ
け
た
り
す
る
作
業
は
不
可
欠
で
あ
る
。
特
に
、
近
年
の
よ
う
に
各
大
学
で
改
革
の
動
き
が
激
し
く
、
そ
れ
に

伴
う
組
織
再
編
等
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
う
し
た
地
道
な
作
業
を
行
い
、
さ
ら
に
そ
れ
に

基
づ
い
て
年
表
を
作
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

②
重
要
な
学
内
資
料
の
整
理

　

同
時
に
、
大
学
運
営
に
関
わ
る
重
要
な
学
内
資
料
を
整
理
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。
す
で
に
公
開
さ
れ
て
い
る
報
告
書
や
評
価
の
類

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
学
内
の
会
議
記
録
を
は
じ
め
と
し
た
内
部
資
料
も
所
在
の
確
認
と
整
理
を
行
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

③
聞
き
取
り

　

い
か
な
る
組
織
で
も
あ
り
得
る
こ
と
だ
が
、
意
思
決
定
の
過
程
や
事
情
が
厳
密
に
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
か
と
言
え
ば
、
そ
う
で
な
い

こ
と
も
ま
ま
あ
る
。
そ
の
際
、
文
書
資
料
を
補
助
す
る
も
の
と
し
て
有
用
な
の
が
、
当
事
者
へ
の
聞
き
取
り
で
あ
る
。
聞
き
取
り
を
取
り

扱
う
際
に
は
、
史
料
批
判
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
時
代
の
雰
囲
気
や
考
え
方
を
実
感
す
る
の
に
は
大
変
役
に
立
つ
。

④
通
史
の
執
筆

　

以
上
①
②
③
の
作
業
は
、
そ
の
結
果
と
し
て
出
版
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
が
、
電
子
媒
体
で
の
公
開
等
、
出
版
以
外
の
方
法
も
あ
り

得
る
。
し
か
し
、
通
史
に
関
し
て
は
、
や
は
り
紙
媒
体
で
の
出
版
を
行
う
べ
き
だ
と
考
え
る
。
通
史
は
周
年
事
業
実
施
時
の
大
学
の
公
的

見
解
を
示
す
性
格
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
い
つ
で
も
更
新
可
能
な
電
子
媒
体
で
は
な
く
、
固
定
的
な
紙
媒
体
で
出
さ
れ
る
べ
き
と
考
え

ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

た
だ
し
、
通
史
の
執
筆
に
つ
い
て
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
目
指
す
方
向
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
く
こ
と
で
あ
る
。『
東
京
大
学
百
年
史
』
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と
『
明
治
大
学
百
年
史
』
の
例
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
実
証
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
つ
つ
、
読
者
対
象
を
ど
う
考
え
、
い
か
な
る
書

き
ぶ
り
に
す
る
か
、
方
針
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

膨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
い
、
な
ぜ
大
学
史
編
纂
は
行
わ
れ
る
の
か
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
に
は
、
独
自
の
設
立
の
事
情
が
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
大
学
が
現
在
ま
で
存
続
し
て
い
る
の
は
、
時
代
状
況
の
な
か
で

さ
ま
ざ
ま
な
選
択
を
行
っ
て
き
た
結
果
の
は
ず
で
あ
る
。
そ
う
し
た
設
立
、
存
続
の
記
録
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
存
在
理
由
を
語
る
無

二
の
証
拠
で
あ
り
、
今
後
の
歩
む
道
を
考
え
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
実
証
的
に
跡
づ
け
る
の
は
大
学
沿
革
史
以

外
に
は
な
い
。

　

大
学
自
ら
が
自
己
の
軌
跡
を
検
証
し
、
ま
た
第
三
者
に
対
し
て
も
検
証
の
素
材
を
提
供
す
る
、
そ
う
し
た
大
学
沿
革
史
が
作
ら
れ
る
べ

き
で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
大
学
が
現
在
、
社
会
か
ら
課
せ
ら
れ
た
責
任
を
果
た
す
一
つ
の
重
要
な
手
段
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

※ 　

本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
八
日
開
催
の
第
一
回
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
に
お
い
て
筆
者
が
行
っ
た
講
演
「
大
学
史
編
纂
の
こ
れ
ま
で
と

こ
れ
か
ら
」
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

註（
１

） 

野
間
教
育
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
（http://w

w
w
.

nom
aken.jp/library/index.htm

l

、
二
〇
一
六
年
九
月
一
二
日
検

索
）。
こ
の
点
数
は
、
冊
数
（
つ
ま
り
複
数
巻
刊
行
さ
れ
て
い
る
場

合
は
、
刊
行
さ
れ
た
巻
数
）
で
あ
り
、
ま
た
同
一
大
学
で
複
数
回
刊

行
す
る
例
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
日
本
の
大
学
が
沿
革
史
編
纂
に
熱
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心
で
あ
る
こ
と
は
察
せ
ら
れ
る
。

（
２

） 

大
学
沿
革
史
の
編
纂
方
法
や
刊
行
動
向
、
内
容
分
析
な
ど
に
つ
い

て
は
、
次
の
よ
う
な
研
究
が
あ
る
。
寺
﨑
昌
男
・
別
府
昭
郎
・
中
野

実
編
『
大
学
史
を
つ
く
る　

│
沿
革
史
編
纂
必
携
│
』（
東
信
堂
、

一
九
九
九
年
）、
拙
稿
「
大
学
沿
革
史
の
課
題
と
展
望
」（『
日
本
教

育
史
研
究
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
七
年
）、
学
校
沿
革
史
研
究
会
『
学

校
沿
革
史
の
研
究　

総
説
』（
野
間
教
育
研
究
所
紀
要
第
四
七
集
、

二
〇
〇
八
年
）、
学
校
沿
革
史
研
究
部
会
『
学
校
沿
革
史
の
研
究　

大
学
編
１　

テ
ー
マ
別
比
較
分
析
』（
野
間
教
育
研
究
所
紀
要
第
五

三
集
、
二
〇
一
三
年
）、
同
『
学
校
沿
革
史
の
研
究　

大
学
編
２　

大
学
類
型
別
比
較
分
析
』（
野
間
教
育
研
究
所
紀
要
第
五
八
集
、
二

〇
一
六
年
）。

（
３

） 

中
村
雄
二
郎
「
編
纂
に
あ
た
っ
て
」（
明
治
大
学
百
年
史
編
纂
委

員
会
編
『
明
治
大
学
百
年
史
』
第
三
巻
、
通
史
編
Ⅰ
、
一
九
九
二
年
）

五
頁
。

（
４

） 

『
東
北
大
学
百
年
史
』
は
当
初
電
子
版
等
も
含
め
た
全
一
三
巻
を

構
想
し
て
い
た
が
、「
財
政
的
な
問
題
か
ら
記
念
事
業
全
体
の
見
直

し
が
行
わ
れ
」、
全
一
一
巻
に
な
っ
た
と
い
う
（
東
北
大
学
百
年
史

編
集
委
員
会
編
『
東
北
大
学
百
年
史
』
通
史
三
、
二
〇
一
〇
年
、
八

三
七
頁
）。
ま
た
、『
立
命
館
百
年
史
』
は
、
表
１

に
あ
る
よ
う
に
資

料
編
三
を
紙
媒
体
で
は
な
く
Ｄ
Ｖ
Ｄ
で
制
作
し
て
い
る
。

（
５

） 

例
え
ば
、
北
海
道
大
学
一
二
五
年
史
編
集
室
編
『
北
大
の
一
二
五

年
』（
二
〇
〇
一
年
、
一
四
〇
頁
）、
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編

『
立
教
大
学
の
歴
史
』（
二
〇
〇
七
年
、
二
六
四
頁
）、「
専
修
大
学
の

歴
史
」
編
集
委
員
会
編
『
専
修
大
学
の
歴
史
』（
二
〇
〇
九
年
、
二

八
七
頁
）
な
ど
。

（
６

） 

日
本
女
子
大
学
編
『
日
本
女
子
大
学
学
園
事
典　

│
創
立
一
〇
〇

年
の
軌
跡
』（
二
〇
〇
一
年
）、
関
西
学
院
事
典
編
集
委
員
会
編
『
関

西
学
院
事
典
』（
二
〇
〇
一
年
）、
慶
應
義
塾
史
事
典
編
集
委
員
会
編

『
慶
應
義
塾
史
事
典
』（
二
〇
〇
八
年
）
が
あ
る
。

（
７

） 

例
え
ば
、
一
九
三
二
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年

史
』
は
、
編
纂
の
メ
ン
バ
ー
は
文
学
部
所
属
の
三
人
の
教
官
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
一
人
で
当
時
国
史
の
副
手
で
あ
っ
た
大
久
保
利
謙
が

「
実
際
の
編
纂
・
執
筆
は
わ
た
し
一
人
」
で
あ
っ
た
と
の
ち
に
回
想

し
て
い
る
（
大
久
保
利
謙
『
日
本
近
代
史
学
事
始
め　

│
歴
史
家
の

回
想
│
』
岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
七
五
頁
）。
ま
た
、『
東
北
大

学
五
十
年
史
』（
一
九
六
〇
年
）、『
九
州
大
学
五
十
年
史
』（
一
九
六

七
年
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
集
後
記
に
よ
れ
ば
、
教
員
が
単
独
で
執

筆
し
て
い
る
。

（
８

） 

二
〇
一
一
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
』
で
は
、

一
〇
〇
〇
頁
以
上
に
及
ぶ
通
史
編
を
、
百
年
史
編
纂
室
長
を
務
め
た

教
員
が
一
人
で
執
筆
し
て
い
る
。

（
９

） 

大
規
模
な
沿
革
史
で
通
史
が
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
例
と
し
て
は
、

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』（
一
九
九
六
〜
二
〇
〇
〇
年
）
が
あ
る
。

同
書
は
、
全
五
巻
す
べ
て
が
資
料
編
で
あ
る
。

（
10
） 
電
子
媒
体
で
沿
革
史
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
検
索
機
能
を

使
っ
て
人
名
や
事
項
を
探
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
し
か
し
、
検
索

機
能
に
よ
っ
た
場
合
は
、
対
象
と
な
る
語
句
に
ヒ
ッ
ト
す
れ
ば
重
要
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な
箇
所
も
軽
微
な
内
容
し
か
な
い
箇
所
も
一
律
に
引
き
出
し
て
く
る

こ
と
に
な
る
し
、
同
名
の
人
名
・
事
項
の
識
別
も
で
き
な
い
。
ま
た
、

あ
る
語
句
を
検
索
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
語
句
を
含
む
別
の
語
句

も
引
き
出
し
て
く
る
（
例
え
ば
「
評
議
会
」
を
検
索
し
た
際
に
「
教

育
研
究
評
議
会
」
な
ど
も
ヒ
ッ
ト
す
る
）
な
ど
、
か
え
っ
て
不
便
を

来
す
場
合
が
あ
る
。
こ
う
し
た
不
便
を
来
さ
な
い
た
め
に
は
、
編
集

者
の
手
が
入
っ
た
索
引
が
必
要
と
な
る
。

（
11
） 

筆
者
は
、『
京
都
大
学
百
年
史
』
に
お
い
て
索
引
作
成
に
携
わ
っ

た
経
験
を
、「
大
学
沿
革
史
に
お
け
る
索
引
」（
前
掲
『
学
校
沿
革
史

の
研
究　

大
学
編
２　

大
学
類
型
別
比
較
分
析
』）
で
紹
介
し
た
。

（
12
） 

大
学
沿
革
史
の
な
か
で
の
前
身
学
校
の
扱
い
方
は
、
自
ら
の
大
学

の
創
立
を
い
つ
と
考
え
る
か
と
い
う
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い

る
。
戦
後
改
革
で
大
学
に
昇
格
し
た
国
立
大
学
で
は
、
一
九
四
九
年

を
起
点
と
し
て
、
そ
れ
以
前
を
前
身
学
校
と
す
る
例
が
多
い
。
一
九

九
九
年
・
二
〇
〇
〇
年
に
「
五
十
年
史
」
が
多
数
刊
行
さ
れ
た
こ
と

が
、
そ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
広
島
大
学
五
十
年
史
』（
全

三
巻
、
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
七
年
）
の
よ
う
に
、
戦
前
か
ら
大
学
で

あ
っ
て
も
一
九
四
九
年
を
起
点
と
す
る
沿
革
史
も
あ
る
。一
方
、『
神

戸
大
学
百
年
史
』
は
、
前
身
学
校
の
一
つ
で
あ
る
神
戸
高
等
商
業
学

校
が
設
立
さ
れ
た
一
九
〇
二
年
を
起
点
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
対

し
て
、
沿
革
史
刊
行
を
複
数
回
行
う
う
ち
に
創
立
の
起
点
を
遡
ら
せ

た
例
も
あ
る
。
大
阪
教
育
大
学
は
、『
大
阪
学
芸
大
学
十
五
年
史
』

（
一
九
六
四
年
）
の
次
に
『
大
阪
教
育
大
学
一
二
〇
年
の
あ
ゆ
み
』

（
一
九
九
四
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
同
様
に
、
京
都
教
育
大
学
も

『
開
学
十
五
周
年
誌
』（
一
九
六
四
年
）、『
京
都
教
育
大
学
開
学
三
十

周
年
誌
』（
一
九
八
〇
年
）
の
次
に
『
京
都
教
育
大
学
百
二
十
年
史
』

（
二
〇
〇
一
年
）
を
刊
行
し
て
い
る
。
当
然
、
前
身
学
校
に
関
す
る

記
述
は
厚
み
を
増
し
て
い
る
が
、
創
立
年
を
遡
ら
せ
た
事
情
に
つ
い

て
は
、
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
13
） 

例
え
ば
、『
明
治
大
学
百
年
史
』
や
『
立
命
館
百
年
史
』
で
は
、

出
陣
学
徒
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
朝
鮮
出
身
学
生
の

実
態
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
大
谷
大
学
百
年
史
』

（
全
三
巻
、
二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
四
年
）
で
は
、
学
徒
出
陣
お
よ
び

勤
労
動
員
に
つ
い
て
当
時
の
在
学
生
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ

の
回
答
一
九
六
人
分
を
収
録
し
て
い
る
。

（
14
） 

例
外
と
し
て
、『
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
同

書
は
、
教
員
の
研
究
内
容
に
つ
い
て
、
学
説
の
評
価
も
含
め
て
詳
し

く
記
さ
れ
て
い
る
稀
有
な
沿
革
史
だ
が
、
戦
時
期
の
研
究
に
つ
い
て

も
多
く
の
頁
を
割
い
て
い
る
。

（
15
） 

軍
と
の
関
係
や
植
民
地
統
治
に
お
い
て
果
た
し
た
役
割
な
ど
は
、

戦
前
・
戦
中
に
刊
行
さ
れ
た
沿
革
史
の
ほ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
場
合

も
あ
る
。
例
え
ば
、
一
九
四
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
京
都
帝
国
大
学

史
』
の
工
学
部
電
気
工
学
科
電
気
工
学
第
三
講
座
に
関
す
る
記
述
の

中
に
は
「
鳥
養
教
授
は
電
気
事
業
主
任
技
術
者
検
定
委
員
・
朝
鮮
総

督
府
並
に
満
洲
国
水
力
電
気
建
設
局
嘱
託
と
し
て
、
送
電
網
の
計
画

建
設
に
協
力
し
多
年
陸
海
軍
の
諸
研
究
に
参
与
せ
る
外
、
大
阪
帝
国

大
学
工
学
部
開
設
の
当
初
こ
れ
を
援
助
せ
る
と
こ
ろ
少
く
な
か
っ

た
」（
四
八
〇
頁
）
と
い
う
箇
所
が
あ
る
。
し
か
し
、
戦
後
に
出
さ
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れ
た
『
京
都
大
学
七
十
年
史
』（
一
九
六
七
年
）、『
京
都
大
学
百
年

史
』
部
局
史
編
（
一
九
九
七
年
）
で
は
、
こ
う
し
た
記
述
は
見
ら
れ

な
い
。

（
16
） 
同
書
で
は
、
大
学
紛
争
に
つ
い
て
の
ま
と
め
の
文
章
中
に
「
こ
の

紛
争
を
経
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
学
は
初
め
て
大
学
と
呼
べ
る

大
学
と
し
て
の
歩
み
を
始
め
た
と
も
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。〔
中
略
〕
こ
の
日
々
、
学
生
た
ち
の
心
の
底
に
あ
っ
た
不
安
を

明
確
に
し
得
な
か
っ
た
責
任
は
、
大
学
人
の
す
べ
て
が
負
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
」（
一
八
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
編
者
の
自

省
の
念
が
語
ら
れ
て
い
る
。

（
17
） 

例
え
ば
、
紛
争
の
渦
中
で
起
こ
っ
た
「
わ
だ
つ
み
像
」
破
壊
事
件

に
つ
い
て
同
書
で
は
「『
全
共
闘
』
の
知
性
・
理
性
の
か
け
ら
も
な

い
蛮
行
」（
九
五
七
頁
）
と
全
共
闘
を
糾
弾
し
、
入
試
阻
止
を
唱
え

る
全
共
闘
に
対
し
て
「
全
立
命
館
人
の
団
結
で
入
試
実
施
」（
九
二

七
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
全
共
闘
を
大
学
に
襲
い
か
か
っ
て
き
た
外

敵
の
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
。

（
18
） 

天
野
郁
夫
『
大
学
の
誕
生
』（
全
二
巻
、
中
央
公
論
新
社
、
二
〇

〇
九
年
）、
同
『
高
等
教
育
の
時
代
』（
全
二
巻
、
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
三
年
）、
同
『
新
制
大
学
の
誕
生
』（
全
二
巻
、
名
古
屋
大
学

出
版
会
、
二
〇
一
六
年
）。

（
19
） 

吉
川
卓
治
『
公
立
大
学
の
誕
生　

│
近
代
日
本
の
大
学
と
地
域

│
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
）
に
お
い
て
、
吉
川
は

一
九
四
〇
年
代
前
半
の
公
立
医
学
専
門
学
校
増
設
に
関
す
る
先
行
研

究
に
つ
い
て
「
個
別
大
学
史
や
自
治
体
史
、
自
治
体
教
育
史
に
基
本

的
に
依
拠
し
て
お
り
、
一
次
史
料
に
よ
る
検
証
を
踏
ま
え
て
い
な
い

と
い
う
限
界
」（
三
一
六
頁
）
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
20
） 

例
え
ば
、
近
年
小
学
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
全
一
六
巻
の
日
本
通
史

は
、
そ
の
第
一
五
巻
で
一
九
三
〇
年
代
か
ら
一
九
五
五
年
ま
で
を

扱
っ
て
い
る
（
大
門
正
克
『
戦
争
と
戦
後
を
生
き
る
』
二
〇
〇
九
年
）。


